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平成18年度東証上場会社表彰

－高い 透 明 性で投 資 者 の信 頼を育む 市 場として－

Listed CompanyAward Of The Year 2006

第12回 ディスクロージャー表彰会社

● アサヒビール株式会社

● カゴメ株式会社

● 日本たばこ産業株式会社

● 昭和電工株式会社

第1回 ディスクロージャー新人賞受賞会社

● グリーンホスピタルサプライ株式会社 ● 株式会社ワコム

● 株式会社マンダム

● リコーリース株式会社

● 株式会社 エヌ・ティ・ティ・ドコモ

第5回 個人株主拡大表彰会社

● キーコーヒー株式会社

● 株式会社サイバーエージェント

● 三菱商事株式会社

● カブドットコム証券株式会社

● フジ住宅株式会社

● 全日本空輸株式会社



一橋大学大学院 商学研究科 教授
上場会社表彰選定委員会座長

伊藤 邦雄

上場会社表彰に寄せて（上場会社表彰選定委員会委員）

東京証券取引所では、上場会社において、投資者に対するディスクロージャーの充実や、個人

株主拡大に向けた積極的な活動が促進されるよう、従来より「ディスクロージャー表彰」と「個人

株主拡大表彰」を行っています。本年度は、これに加え、平成１７年に東証に上場した会社を対象

に、そのディスクロージャーの充実度を評価する「ディスクロージャー新人賞」を創設しました。

これらの表彰の選定に関しましては、本年度も、一橋大学大学院教授の伊藤邦雄先生を座長と

いたします「上場会社表彰選定委員会」にご審査をいただきまして、当新人賞を含め、合計１５社

の表彰会社を決定しています。企業による資金調達の場であり、かつ投資者の資産運用の場で

もある国民の財産ともいうべき証券市場が、その機能を十全に発揮するには、市場運営その

ものが安定することもさることながら、企業と投資者の間に強い信頼感がなくてはなりません。

このため、上場会社から、投資者の立場にたって会社の実情と魅力とをわかりやすく適切に開示

していただくことは、上場会社、さらにはマーケット全体の信頼性の向上につながると考えて

います。この結果、個人投資家を含めた多くの投資者が東証市場に集まれば、そこに上場する各上場会社の株価形成や資本政策にも

好影響が期待されます。このような観点から、今回、表彰会社として選定された会社のディスクロージャー資料や個人株主拡大に向け

た施策を拝見しましたところ、それぞれ創意工夫にあふれる内容に満ちており大変感銘をいたしました。私ども東証も世界中の投資

者が集まる信頼性の高いマーケットの構築に向けて全力を尽くしてまいりますが、上場会社の皆様におかれましても、今後とも引き

続き、ディスクロージャーの充実など証券市場の魅力向上に向け、格別のご理解・ご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

私は上場会社表彰選定委員会の創設時から座長として参加しており、今回で１２回目の表彰に

なります。最近のディスクロージャーに対する社会的な関心の高まりから、企業が発信する会社

情報は、質・量ともに高度化が求められるとともに、その配信先もアナリスト、機関投資家、そして

個人投資者と多岐に渡っています。今回の選定作業を通じ、企業はこれらのニーズを高次元で

実現するため、自社ＩＲサイトへの決算情報の掲載や、株主総会の動画配信の実施など、ＩＴを活用

した取組みを進める事例が非常に多く見受けられるようになってきたことを実感しました。また、

本表彰には、創設の狙いの一つに、良い事例を表彰会社として評価、紹介することによる啓発

活動を通じ、上場会社全体のレベルアップを図るという、上場会社への側面的な支援を行う

ということがあったかと思います。今年度はこの趣旨を踏まえ、適時開示体制の整備、個人株主

拡大に対する取組状況等を調査するため、全選定対象会社に対し、新たに上場会社表彰アン

ケートを実施しました。当アンケート及びその集計結果を通じて、他社の取組状況並びに上場

会社皆様方に取組みをお願いしたい施策等に関しまして一層のご理解をいただけたのではないかと考えています。なお、今年度から

上場会社表彰にディスクロージャー新人賞が新設されました。第１回目の表彰は、平成１７年に東証に上場した９６社を対象として、その

ディスクロージャーの充実度を評価しています。ディスクロージャーは、上場会社であれば本来、その上場年数や事業規模に関わらず

一定の質と内容が求められます。ディスクロージャー新人賞は、上場当初から充実したディスクロージャーに向けて日々努力を重ねる

若い会社を応援するとともに、今後新規上場する会社の身近な目標となることを期待しています。

秋山 をね 委員

株式会社インテグレックス
代表取締役社長

一昨年（２００４年度）の上場会社表彰に寄せたコメントとして、

「社会に対する責任を果たす企業とは、自らの理念に誠実に、

かつ、透明性高く業務を遂行する企業であり、ディスクロー

ジャーはCSR（企業社会責任）の根幹にかかわる」と、昨年

（２００５年度）のコメントでは、「企業が社会への責任を果たす

第一歩は、ディスクロージャーにおける誠実さ（インテグリティ）

の確立だ」と述べさせていただきました。

本年は、「『自らの理念に誠実でない』、『ディスクロージャー

における誠実さ（インテグリティ）がない』企業は、サステナ

ブル（持続的）な社会において、生物学的に淘汰される時代

になってきた」と言わざるをえません。その意味で、企業が

自らの理念を社会に発信し、コミットし、理念に誠実な事業

活動を行い、その成果を誠実に開示することが必要不可欠

と言えます。

表彰の選定では、q事業活動を通じて理念を誠実に実現し

ようとしているか、wディスクロージャーが、成果だけでなく

そのプロセスにまでに誠実におよんでいるかの２点を重視

しました。今回表彰された各企業が、どのような緊急事態に

おいても、社会に対する誠実さを忘れず、企業理念の実現と

積極的なディスクロージャーを競争力に転化し、サステナ

ブルな社会づくりに貢献することを期待します。

株式会社東京証券取引所
代表取締役社長

西室 泰三
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海津 政信 委員
野村證券株式会社
経営役金融経済研究所長

企業業績の拡大が続いています。野村證券金融経済研

究所のアナリスト予想では、主要上場会社で構成される

NOMURA４００（除く金融）の連結経常利益は、２００７年３月期

で５期連続増益を達成することが確実な情勢にあります。

加えて、２００８年３月期も６期連続増益を達成する公算が高く、

１９７０年度以降の企業業績データ上、最長の増益記録達成が

期待されます。

その背景には、日本経済の健全化や米国経済の軟着陸及び

日本の低金利政策の継続と為替の安定とともに、日本企業

の経営面の変化があるように思います。具体的には、事業

戦略の再構築や技術開発力の強化、さらに、市場型ガバナ

ンスの確立などです。

もちろん、IR・ディスクロージャーも、年々、経営の中で重要

度を高めています。今回ディスクロージャー表彰を受賞され

た企業の顔ぶれをみると、まさに、経営を変え、収益力や

成長力を強化し、それを投資家にトップ自ら積極的に伝えて

きた企業が多数含まれます。また、個人株主拡大表彰を

受賞された企業も、売買単位の引下げ、個人向けIRの開催

など、様々な施策を打ち、実績をあげられた企業です。

心からお祝い申し上げると同時に、次回も数多くの企業が

チャレンジされることを期待したいと思います。

ごあいさつ




